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業績予想との差異ならびに剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 

 平成 29 年５月 12 日に公表いたしました平成 30 年３月期（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31

日）の業績予想と本日公表の決算値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 また、平成 30 年５月 14 日開催の取締役会において、平成 30 年３月 31 日を基準日とする剰余金の配

当を行うことについて決議し、平成 30 年６月 22 日開催予定の当社第 18 期定時株主総会に付議する予

定であります。 

 

記 

 

１.平成 30 年３月期連結業績予想値（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日）と決算値との差異 

 
連 結 

売 上 高 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り  

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,050 

百万円 

1,172 

百万円 

1,176 

百万円 

837 

円 銭 

18.48 

実 績 値（ Ｂ ） 6,408 1,241 1,247 874 19.31 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 358 69 71 37 0.83 

増 減 率（ ％ ） 5.9％ 5.9％ 6.1％ 4.5％ 4.5％  

（参考）前期実績 

（平成 29年 3月期） 
4,932 975 972 731 16.15 

 当社は平成 30 年４月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年

度の期初に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

１ 



２.差異の理由 

 前期はクラウド事業セグメントにおいて、受注が好調に推移したことに加え、ブレインメールの連結

効果もあり売上高が前回予想を上回りました。今期以降の成長加速を目指し、増収分を原資とした成長

投資を強化したものの、利益面においても前回予想を上回りました。 

 

３.配当の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

（平成 29 年５月 12 日公表） 

前期実績 

（平成 29 年３月期） 

基 準 日 平成 30 年３月 31 日 同左 平成 29 年３月 31 日 

１株当たり配当金 ５円 80 銭 ５円 55 銭 ３円 90 銭 

配当金総額 131 百万円 － 88 百万円 

効力発生日 平成 30 年６月 25 日 － 平成 29 年６月 26 日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 当社は平成 29 年４月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、当該株式分割

前の実際の配当金の額を記載しております。 

 

４.理由 

 当社は株主還元を重要な経営課題のひとつと認識しており、毎期増配を行うこと、前期は配当性向を

１株当たり当期純利益の15％とする配当方針を掲げておりました。平成30年３月期の親会社株主に帰属

する１株当たり当期純利益が平成30年５月12日に公表した予想を上回りましたので、前述の配当方針に

基づき、25銭増配の５円80銭に修正いたします。 

 

 

以上 
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